
    
    
    
    

    

    
    
    
    
    

      

    
    
    

     
     



      
    
    
    
      
    
  

    



護霊長童会から

護憲集委員会
特集号( 10-1 号) を予定通り年度末まで
に発行することができ、ほっとしています。
多くの会員の皆さんには、文献リスト申請に
協力をいただきありがとうございました。申
請にそって細心の注意を払って編集しました
が、申請上のミスや入力・校正・編集上のミ
スによる誤りがあると思います。誤りや不備
な点に気づかれた方は、今後の学会ニュース
などで連絡先をお知らせいたしますので、ご
一報ください。
前号の学会ニュースで、は、会員の方からの

要望を受け、 WSociological Abstractsj 誌
なと、への掲載を考慮中であると報告しました
が、 WSociological Abstractsj 誌から本誌
論文の英文要約の掲載の承認を得ることがで
きました。さらに、 WCurrent Contents of 
Academic Journals in Japan(CCAJJ : 学会誌
刊行センター刊) j 誌への英文タイトルの掲
載も決定しました( 創刊号より収録) 。この
雑誌は『学術雑誌目次速報データベース』と
情報が連動し、自動的にそこにも収録されま
す。
これらの雑誌に掲載されるには、英文要約

を各論文ごとに載せ、和文・欧文の双方によ
る執筆者の肩書きや連絡先を明記することな
どが要件とされています。そのために、論文
掲載の形式を変更し、執筆要項を改訂する必
要が生じています。編集委員会では目下、通

今後、改訂された執筆要項をよく読んで執
筆・投稿してくださるように、会員のみなさ
んに心からお顕い申し上げます。

( 善積京子・追手門学院大学)

全国家接観査委員会
全国家族調査研究会では、 3 月に『全国家

族調査項目インベントリー』を発行しました。
研究会の活動を形にして、今後も成果を積み
上げていきたいと思っています。
また、予備調査の分析も進み、 3 月には活

発な研究会も行なわれました。
今年度は本調査の実施を視野に入れて、活
動をさらに押し進めることになります。研究
会メンバ一、および会員のご協力をおねがい
します。
なお、渡辺秀樹の出張にともない、委員長

代行を藤見純子委員にお願いすることになり
ましたのでお知らせします。期間は 4 月末か
ら8 月末の間です。

( 渡辺秀樹・慶応大学)

「全国家族調査」が企画されて以来毎年度、文
部省科料汗究費を申請してきましたが、このたび
4年目にしてようやく申請カt採択されました。将
来にわたって、日本家族の基閥的動向の一端を精
確かっ信頼できるデータとして累積していく試み
の第一歩が踏み出されます。委員会およて期究会
としては、後悔を残さない旅立ちをするよう努力

常号( 10 - 2号) の編集に取りかかっていま するつもりです。
すが、これを機に、執筆要項の全体的な見直
し作業も同時に行なっています。
これまでに、執筆要項に則らない原稿が提

出されている場合が少なからずありました。
毎回、編集委員会では膨大なエネルギーを使
って、それらを修正してきました。
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@ 事毘純子・大正大学)



  

  

  

  

  

  






